
遼
陽
劇
購
墳
碑
丈
の
解
説
穂
無

策
二
十
二
巻
　
第
四
號
　
　
七
二
四

籍

纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

遼
陽
劇
嚇
墳
霜
融
の
解
説
補
正

　
嘗
て
導
者
は
「
内
藤
博
士
還
暦
祝
賀
支
那
學
論
叢
」
に
「
邊
陽
劇

癒
墳
碑
文
の
解
詮
」
な
る
一
文
を
載
せ
、
古
墳
墳
に
現
存
す
る
清

初
の
二
碑
文
に
關
し
て
の
解
詮
を
試
み
た
。
乃
ち
右
の
二
碑
は
、

太
宗
天
聴
四
年
孟
夏
と
世
組
順
治
十
五
年
七
月
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
共
に
堅
剛
太
祀
の
時
代
に
西
藏
よ
り
蒙
古
を
経
て
満
洲
の

地
に
巡
錫
し
、
太
簸
の
絶
大
な
る
保
護
を
受
け
て
此
に
著
し
た
所

の
大
金
嘲
嚥
法
師
斡
隷
打
見
窄
惑
溺
の
追
悼
記
念
の
爲
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
筆
者
は
右
解
詮
の
最
後
に
於
て
、
こ

の
碑
文
に
塗
し
て
特
に
注
意
さ
る
べ
き
五
項
を
畢
け
て
結
語
に
か
、

へ
た
が
、
そ
の
個
條
は
、
（
｝
）
天
聰
四
年
の
碑
文
は
清
朝
時
代
の
碑

鴛

淵

一

文
と
し
て
最
も
古
い
も
の
の
一
と
し
て
注
意
す
べ
く
然
も
其
の
満

文
が
無
鰯
灘
宇
母
で
あ
る
事
は
満
洲
語
挙
上
頗
る
興
味
あ
る
事
、

（
二
）
二
碑
文
に
よ
り
清
初
に
於
け
る
此
方
面
の
佛
敏
（
劇
傭
教
）
の

信
仰
が
長
野
盛
ん
で
あ
っ
た
事
，
清
朝
天
子
の
劇
麻
敏
に
封
ず
る

態
度
を
知
り
得
る
事
、
（
三
）
清
初
に
於
け
る
謝
罪
教
と
遼
陽
と
の

密
接
な
る
瀾
係
を
知
る
事
、
（
四
）
大
御
嚥
の
外
に
白
劇
嚇
の
事
績

を
知
り
得
る
と
共
に
、
滞
　
朝
天
子
が
是
等
法
師
を
利
用
し
た
馳
に

興
味
を
壁
ゆ
る
事
、
（
五
）
天
聰
四
年
の
碑
丈
の
撰
者
に
撫
圏
鮎
字

母
の
完
成
者
と
し
て
、
空
清
初
満
洲
人
第
　
の
學
者
た
る
達
海
が

加
は
っ
て
居
る
の
を
油
湿
す
べ
き
事
等
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
語
と

（78）



も
構
す
べ
き
諸
項
目
は
今
日
で
も
筆
者
の
考
慮
の
限
り
に
於
て
攣

る
勝
な
い
が
、
解
説
そ
の
も
の
に
就
て
は
、
庚
料
の
引
用
利
用
に

於
て
、
論
旨
の
騙
に
於
て
甚
だ
不
充
分
で
あ
っ
て
、
今
に
し
て
思

へ
ば
衷
心
甚
だ
慨
梶
た
る
も
の
が
あ
り
、
大
に
改
訂
補
正
を
要
す

る
の
で
あ
る
。
故
に
他
日
機
を
得
て
こ
れ
が
全
膿
に
亙
っ
て
改
訂

補
正
し
、
或
は
異
っ
た
立
場
か
ら
し
て
論
臆
し
た
い
と
考
へ
て
居

る
が
、
差
回
っ
て
薙
に
本
誌
の
餓
臼
を
借
り
、
極
め
て
一
部
分
に

過
ぎ
な
い
が
、
天
聰
四
年
建
立
の
無
二
黙
満
洲
字
の
碑
文
の
解
讃

の
み
の
補
正
を
な
し
、
叉
其
の
事
蹟
不
明
と
前
に
蓮
べ
た
痢
嚥
法

師
關
係
の
記
事
が
幸
に
満
文
老
蟷
．
に
認
め
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
事

蹟
の
一
端
を
満
文
老
撹
．
に
よ
っ
て
少
し
く
補
ふ
事
に
し
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
○

　
無
圏
黙
字
母
満
洲
字
に
て
刻
さ
れ
た
天
聴
四
年
の
碑
文
の
全
文

は
略
ミ
次
の
通
り
で
あ
っ
て
、
樹
蜜
語
不
明
の
灰
あ
ろ
も
殆
ん
ど

全
部
を
解
讃
し
得
た
と
信
ず
る
。
次
の
課
文
中
傍
に
輩
線
を
引
く

所
が
師
ち
新
た
に
讃
み
得
て
叢
に
補
ふ
語
句
で
あ
り
、
複
線
を
引

く
漸
は
訂
正
し
九
語
で
あ
ろ
が
、
是
に
由
れ
ば
如
何
に
先
年
の
澤

讃
が
不
充
分
で
あ
っ
た
か
を
知
り
赤
面
の
至
り
に
た
へ
ぬ
次
第
で
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面
身
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臼
・

察
　
　
永
　
　
年

　
右
の
満
丈
が
之
に
併
記
さ
れ
て
計
る
漢
文
と
蹴
ハ
意
に
於
て
大
膿

同
じ
で
あ
る
事
は
…
言
ふ
迄
も
な
い
が
、
僻
勧
の
上
に
於
て
多
少
省

略
さ
れ
て
居
る
所
距
の
る
は
話
者
を
比
べ
る
畦
に
知
り
得
ら
れ
る
。

併
し
そ
れ
よ
り
興
味
あ
．
る
事
は
、
こ
の
満
文
が
無
二
錨
字
母
で
あ

る
爲
字
形
に
於
て
蒙
古
字
膿
を
有
す
る
も
の
あ
る
事
、
加
圏
鮎
．
字

（　s（｝　）



母
に
比
し
て
は
る
か
に
古
形
を
有
す
る
も
の
有
る
事
で
、
こ
れ
は

其
字
罷
の
憂
遷
と
又
音
韻
の
憂
化
を
知
る
上
に
於
て
注
意
す
べ
き

事
で
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
現
在
「
佛
」
は
蒙
蒙
と

記
さ
れ
る
が
碑
文
で
は
ぴ
讐
二
と
な
れ
る
事
は
、
　
一
V
α
の
痩
化

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
碑
文
中
冨
諾
諾
鋤
冠
⊆
等
の
如
く
語
尾

が
ぼ
に
記
さ
れ
て
居
る
も
の
は
、
現
在
で
は
笥
と
記
さ
れ
る
も

の
で
あ
っ
て
、
表
上
鍔
鍍
・
・
巨
（
甦
去
動
詞
撒
名
詞
叉
過
去
中
止
形
）
・
し

て
「
…
し
、
…
し
た
る
後
」
の
意
味
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
ぬ
が
、

之
も
σ
V
h
の
愛
煙
を
示
す
か
或
は
暁
の
音
が
σ
の
形
に
て
表
は

さ
れ
た
か
、
郎
ち
無
点
鮎
字
母
に
て
は
其
間
随
別
が
な
か
っ
た
と

い
ふ
事
を
示
す
の
で
な
い
か
と
思
ふ
。
之
は
嘗
っ
て
李
徳
啓
氏
が

「
阿
濟
格
略
明
事
件
之
満
文
木
牌
」
の
附
録
に
牧
民
さ
れ
た
「
無
圏

鮎
字
書
」
の
例
中
に
も
見
え
る
事
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
は
無
爵
黙

の
ゆ
亘
竃
に
駈
る
綴
字
を
凡
て
加
圏
鮎
で
は
ロ
に
よ
ま
し

て
居
る
の
で
あ
る
。
樹
こ
の
事
は
加
圏
黙
の
8
が
無
圏
馳
で
は

≦
①
（
♂
く
P
）
盆
（
ε
の
二
艦
に
爲
さ
れ
た
の
と
同
様
の
意
味
の
も

の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
爾
膿
交
替
に
際
し
て
の
一
種
の
過

渡
的
宇
腱
と
み
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
爾
漢
丈
の
八
王
即
ち
「
養
和

　
　
　
　
遼
腸
噛
騙
績
碑
丈
の
解
凱
輔
認

碩
貝
二
等
」
を
表
は
す
に
碑
文
で
は
箪
に
雨
雪
p
σ
霧
。
（
八
無
骨

等
の
義
。
種
々
議
論
あ
る
が
σ
Φ
圃
器
は
此
際
貝
子
の
甥
音
で
な

く
σ
亀
。
貝
勒
の
複
撒
形
と
見
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
其
事
は
満
文

満
洲
二
人
、
満
文
老
撹
と
清
朝
高
曇
と
を
比
較
す
る
時
直
に
知
り

得
る
所
で
あ
る
）
と
略
語
を
用
み
て
居
る
。
併
し
之
が
満
洲
語
と

し
て
の
八
王
の
適
用
語
で
あ
っ
九
か
と
考
へ
る
。
叉
漢
文
の
総
兵

宮
に
當
る
語
を
碑
文
で
は
誓
慧
農
σ
q
g
早
期
と
よ
ま
れ
る
如
く
刻

し
て
居
る
。
此
語
も
繭
記
李
徳
啓
氏
の
報
告
中
に
も
認
め
ら
れ
、

氏
は
課
長
し
て
9
環
日
首
器
β
毛
窪
と
し
て
居
る
が
、
原
牌
に
は
明

ら
か
に
。
。
写
影
ぼ
0
9
σ
q
口
≦
露
と
よ
ま
れ
る
如
く
記
し
て
あ
る
。
之
は

恐
ら
く
「
総
」
の
支
那
音
に
合
せ
し
め
ん
儒
第
一
綴
を
け
鎧
と
爲

さ
れ
た
の
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
同
様
に
「
違
」
の

満
字
ω
毒
と
讃
ま
れ
る
の
を
氏
が
け
N
琶
に
聴
し
て
居
る
の
も

支
那
音
に
因
っ
た
爲
と
思
は
れ
る
。
從
っ
て
筆
者
は
原
字
に
よ
り

s
に
よ
ん
で
差
支
な
い
と
思
ふ
が
、
但
初
め
無
電
黙
字
母
の
時
に

前
記
げ
と
鴨
と
の
場
合
と
闘
じ
ゃ
う
に
。
・
伴
欝
と
は
未
だ
随
別

な
く
、
否
言
の
如
き
特
殊
の
字
母
は
な
か
つ
九
か
ら
、
冒
の
如

き
支
那
音
を
爲
す
に
。
。
を
以
て
し
た
も
の
と
解
し
て
欝
に
よ
ん

　
　
　
　
　
　
第
ご
十
二
巷
　
第
四
號
　
　
七
二
七

9
（Sl）



　
　
　
　
遼
陽
綱
購
縫
碑
文
の
解
識
補
翼

で
も
強
ち
誤
り
と
は
言
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
又
そ
の
豆
茜
と
記

す
の
は
「
総
」
の
韻
の
農
と
「
兵
」
の
一
）
V
げ
と
が
合
三
韓
託
し
九

結
果
か
、
或
は
満
洲
入
の
耳
に
無
い
允
音
を
そ
の
ま
ま
記
し
弛
に

よ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

　
以
上
の
事
項
は
町
民
の
際
直
に
氣
付
く
所
で
あ
．
つ
て
、
前
回
に

は
考
へ
及
ば
な
か
っ
た
瓢
で
あ
る
の
で
、
薙
に
併
せ
記
し
て
滲
考

に
資
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
○

　
次
に
記
し
允
い
の
は
右
碑
文
の
王
入
公
で
あ
・
、
9
大
金
剛
廉
法
師

郭
ち
斡
腺
打
見
輩
嚢
素
の
事
蹟
に
關
す
る
事
で
あ
る
。
先
に
課
繊

し
た
際
は
之
に
閥
係
あ
る
他
の
記
事
を
知
る
に
至
ら
す
何
等
鰯
れ

　
　
　
ゆ

る
所
な
か
っ
た
が
、
近
時
「
満
文
老
雛
に
を
甘
く
に
及
び
こ
の
蟷
中

に
法
師
閥
係
の
記
事
の
存
す
る
を
知
っ
た
の
で
藪
に
回
読
す
る
事

に
し
た
い
。
「
満
文
即
製
」
に
見
え
る
の
は
、
碑
文
に
記
さ
れ
る
如

く
法
師
の
寂
滅
の
年
た
る
天
命
辛
酉
満
ち
六
年
八
月
の
條
で
は
な

く
、
其
の
翌
年
の
七
年
三
月
の
條
で
あ
・
る
。
乃
ち
老
撹
巻
四
＋
、

天
命
七
年
三
月
二
十
二
日
の
條
に
次
の
如
く
記
さ
れ
て
居
る
．
．

　
　
　
　
　
第
二
幸
二
巻
　
第
閥
號
　
　
七
二
鷹

峯
◎
づ
繋
。
一
　
ζ
ご
、
穿
μ
　
勘
　
翻
嘗
σ
q
箋
『
琶
曽
σ
窪
ゆ
ゆ
σ
q
α
q
団
岩
⇒
プ
餌
⇒
　
圃

豪
古
ノ
科
爾
沁
ノ
　
嚢
素
劇
瞭
　
英
明
　
　
汗
ノ

三曲

ｨ
　
　
犀
巳
乙
三
費
。
　
　
紹
凶
⇒
　
σ
o
創
。
且
芦
鶏
伊
5
ご
騎
σ
身
p
冒
毛
①

触
食
ヒ
奪
敬
ス
ル
琳
畢
ノ
漁
網
ナ
ル
ヲ
聞
キ
〔
蘇
油
群
阿
〕
繭
…

一
〇
渥
凶
答
　
狛
曾
6
プ
ρ
　
　
＝
図
O
o
急
。
づ
磯
σ
o
σ
螢
プ
ロ
　
　
　
ヨ
撃
σ
q
σ
q
画

度
來
リ
盆
ケ
リ
　
澄
｝
東
（
遼
陽
）
ヲ
得
タ
ル
時
（
ニ
ョ
リ
）

ε
お
　
置
ヨ
鋤
　
葛
　
｝
6
p
島
5
彦
①
・
　
玄
ヨ
汐
凶
　
冨
α
　
一
碧
①
お
（
δ

ソ
ノ
劇
嚇
來
リ
日
ク
　
吾
吾
が
地
ヨ
リ
來
ル
時

σ
翅
⑦
弓
。
勉
汐
一
　
㎞
汐
⑦
召
亀
　
　
げ
Φ
已
ご
邑
該
日
①
日
。
一
ヲ
9
　
日
貯
凶

身
贈
脳
論
艮
ク
テ
・
來
う
ず
リ
キ
却
ツ
テ
病
ミ
テ
來
レ
リ
五
μ
ガ

山
○
δ
　
　
α
q
冒
紗
δ
　
㎞
汐
o
b
σ
Q
σ
黛
Φ
．
　
　
σ
q
2
器
嘗
魯
財
醤
一
｝
勢
巳
。

心
中
二
思
ヒ
テ
來
レ
ル
事
ハ
　
英
明
　
汗
ノ
爲
二

σq

ｬ
醤
考
節
ξ
鋤
鉱
。
・
④
B
①
　
一
汐
①
　
器
露
①
｝
お
】
廷
丁
．
σ
窺
○
暗
愚
げ
第
q
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瀦
O
…
テ
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ト
テ
來
レ
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ト
　
雪
ロ
ヘ
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シ
カ
ラ
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ズ
シ
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σ
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ρ
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σ
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鼠
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Φ
お
島
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ヨ
潜
ゴ
Q
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β
露
ρ
彰
け
昌
σ
o

魂
胆
服
弱
一
リ
テ
　
病
ム
ニ
（
時
）
劇
嚥
研
日
ク
　
五
ロ
ヲ

澱
○
。
。
毬
．
　
σ
段
。
プ
。
ヨ
9
」
回
藁
窃
窺
一
影
画
髭
σ
q
一
襲
⇔
『
5
0
δ
　
　
ξ
o
o
侮
日
あ

離働

}
バ
死
セ
ル
　
　
後
　尻
P
ガ
　
一
屍
’
ヲ
コ
ノ
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三
一
果
・
（
遼
陽
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自
○
　
σ
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。
α
q
p
σ
曽
晶
⇔
ヨ
節
島
o
p
」
『
巴
三
戸
一
三
昏
。
σ
嬬
謬
ヨ
。
プ
①
⇒
鳥
二
類
●

ニ
テ
〔
巴
噛
巴
〕
剛
市
崎
付
シ
テ
祀
レ
ヨ
ト
　
言
ヒ
テ

鐙
｝
旨
づ
8
渥
。
嘗
晒
る
葺
づ
・
9
二
郎
≦
讐
μ
転
身
自
。
　
算
P
　
　
o
一
6
．

辛
　
　
・
画
　
　
年
　
　
冬
　
　

十
　
　
　
月
　
　
齪
｛
ク
ナ
レ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
死
ゼ
リ
）

讐
琵
μ
ぴ
。
苛
8
島
巳
養
ゴ
ー
ゴ
勲
①
⇔
ご
乱
○
お
一
α
巳
内
田
二
巳
⑦
｝
茜
麸

屍
ヲ
遼
東
（
遼
陽
）
ノ
城
ノ
南
門
ノ
外
陰
納

（S2）



け
鎚
与
嚇
茜
回
鼠
岩
鼻
μ
　
一
叶
。
堅
。
　
一

　
参
將
　
ノ
　
園
子
　
ノ
　
屯
　
ノ

ω
ぽ
母
ξ
　
導
讐
器
野
　
器
同
日
0
9
σ
q
¢
9
｝
毫
！

安
四
直
セ
ル
　
後
　
　
　
英
明
　
汗
日
ハ

覧
g
o
　
器
ヨ
。
弩
裏
罫
影
　
　
叫
琵
〕
碧
鐸

祀
レ
ヨ
　
ト
付
托
セ
リ
　
嚢
素

一
縁
①
淳
　
　
ぎ
を
ご
3
　
江
一
5
　
碁
一

女
鳳
呉
人
ノ
科
一
型
沁
ニ
　
ア
リ
シ
六
十

（
三
才
）

窪
岳
繊
α
q
①
ぴ
已
｝
0
2
鷺
三
）
、
筈
⇔
ρ
9
巨
（
碧
碁

　
　
　
ト
云
ヘ
ル
入
ヲ
群
議
シ

①
B
g
℃
β
σ
o
σ
島

一
　
墜
ヲ
與
へ

一
発
づ
p

ま
こ
ユ

陳
囎

奴三五三又窟：
　　ゆ僕餌十二．

五。ノ蝿
燭r老；甕
　　躍メヨ　ら盤餐毒
十髪　一ブ毘
，巴．　　露ご

σ
o
O
傷
。
　
旨
ぞ
o
o
g
」
H
鑑

房
舎
二
　
廟
ヲ
　
建
テ

　
σ
ρ
　
一
m
P
日
鋤
　
　
　
σ
O

〔
巴
〕
・
劇
嚇
ヲ
シ
テ

盤
μ
事
序
．

　
営
⇒
　
ぴ
○
貫
。
⇒
　
σ
〇

　
三
　
　
戸
　
　
ヲ

ノR・

屍蒼

　　一

ノ’t”

。。

C
惹
繭

五
十

　
き
。
覧
F

　
　
馬
　
　
二
十
ノ

　
　
　
プ
O
財
①
σ
巳
6
■

五
十
ノ
ぬ
久
ヲ
一
言
ハ
ヘ
タ
リ

訟
§
す

　
五〇

門
営

含
p
2
凶
『
　
　
り
三
6
⇔
　
凶

伽
・
テ
支
那
ノ

　
　
　
（
明
）

一
鎖
巴
①
　
8
σ
三
お
■

爲
二
設
ケ
タ
リ

　
　
　
置
ヶ
り

9
凱
　
澄
ご
σ
q
き
プ
勲

弓
　
賞
シ
タ
リ

O
貯
Φ
芦
　
ひ
巴
畠
舜
毒

　
騙
、
使
用
ス
ル

　
　
謙
文
中
括
弧

　
　
ズ
ゐ
．
附
し
六
の

縢
縫
詳
察
）

　
以
上
が
師
ち
法
師
關
係
の
記
事
の
全
文
で
あ
っ
て
ヤ
碑
文
の
説

い
て
蓋
さ
ぬ
所
を
補
足
し
て
飴
り
あ
り
、
能
く
蒙
古
科
爾
沁
と
法

師
の
醐
係
、
清
太
菰
と
法
師
と
の
關
係
、
太
麗
の
厚
遇
、
憲
減
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

　
　
　
　
撞
腸
幽
店
下
碑
丈
の
解
説
補
耳
　
　
　
　
　
　
、

の
情
況
等
を
知
り
得
て
興
味
あ
り
と
考
へ
る
。
殊
に
法
師
が
科
爾

沁
か
ら
來
た
事
は
太
組
の
蒙
隔
胃
縷
略
上
に
於
け
る
「
の
派
生
的
事

件
と
し
て
輩
に
政
略
的
意
味
を
持
つ
事
件
に
文
化
史
的
意
義
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

す
る
事
を
知
り
得
る
わ
け
で
そ
の
轍
大
に
六
百
す
べ
き
贋
値
あ
り

と
思
ふ
の
で
あ
る
。
倫
右
の
満
文
三
三
の
記
事
は
、
金
梁
氏
満
洲

老
轍
秘
鎌
上
編
に
次
の
如
く
漢
課
さ
れ
て
あ
る
の
で
，
此
に
記
し

て
参
考
に
資
す
る
事
に
し
た
い
。

　
　
　
　
嚢
蘇
剛
癒
請
葬
於
遼
陽
　
　
天
命
七
年
三
月

蒙
古
三
色
沁
之
嚢
蘇
劇
瞭
聞
触
出
養
賢
者
。
使
蘇
沖
阿
來
二
次
而

去
。
得
遼
陽
後
剛
瞬
來
田
。
我
山
科
爾
詠
嘆
三
身
罷
不
適
巳
抱
有

病
。
我
實
願
來
錐
悪
罵
骸
骨
而
不
惜
。
未
霊
感
革
。
嘲
瞭
日
。
上

如
愛
我
我
死
後
二
野
骸
骨
交
與
左
遼
陽
之
巴
鳴
巴
劇
嬉
令
其
祀

之
。
於
乙
酉
年
冬
十
月
敵
。
病
理
其
骸
骨
於
遼
陽
城
南
門
外
参
將

恰
芝
之
園
屯
舎
内
修
導
線
葬
。
後
議
命
交
井
上
劇
嚥
令
其
奉
祀
。

　
金
梁
氏
の
課
書
の
文
は
満
文
老
梼
の
原
文
に
比
べ
る
階
、
常
に

省
略
に
附
せ
ら
れ
た
瓢
あ
る
を
認
め
る
が
、
此
に
爆
け
た
漢
課
に

於
て
も
一
同
襟
で
あ
る
。
然
し
原
文
と
こ
の
課
文
と
を
併
せ
み
る

時
、
當
時
の
事
情
歌
唱
が
充
分
に
知
悉
さ
れ
る
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
二
犀
八
月
二
十
九
目
稿
）

　
　
　
　
　
策
二
十
二
巷
　
第
四
聾
　
　
七
二
九
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